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自己紹介

これからの日本は？

人口減少社会における農村振興、活性化とは？

FECの自給圏をめざした農楽のプロジェクトの紹介



自己紹介

•昭和40年 大阪市生まれ
•平成元年 愛媛大学農学部農業工学科卒業

建設コンサルタント入社
・平成19年 農楽設立
・平成20年 農村移住

農楽法人化



•得意分野
地域計画
自然エネルギー計画、
農業農村整備事業計画

・人生の目標
環境・福祉・経済が調和した持続可能な農村の構築
農による障がい者雇用の創出
技術力・マネージメント力・人間力を極める



滋賀県での実績
・みずすまし構想プランニング調査（H7）

・滋賀県みずすまし構想必携（H11）

・滋賀県湖東地域魚のゆりかご水田再生計画（H17）

・滋賀県湖北地域魚のゆりかご水田再生計画（H17）

・滋賀の田園自然再生・景観保全の手引き（H18）



これからの日本は？













人口減少社会における
農村振興、活性化とは？



昔の農村

•農業を基盤に地域資源を活かした多様な生
業があった
•木や水力、動物によりエネルギーを得ていた
•自然環境と調和した暮らし
•多様な世代で構成されて、子育て・介護もみ
んなでしていた
•自治機能があった

•持続可能な地域



現在の農村

•人口の流出、高齢化
•農地、山の荒廃
•学校、病院の統廃合
•存続が危ぶまれている

など

•産業と都市の発展



農村振興、活性化
•最新技術とつながりにより螺旋的発展

•つながりによる新たな生業の創出
•あらたな市民自治のしくみ
•流域で農村を支えるしくみ
•食・エネルギー・ケアが自立できるしくみ

•移住者、訪問者の増やすしくみ



農楽のFECプロジェクト実績
・ハンドシェーク協議会（H20～24）

体験活動×農家レストラン×農家民泊

・星つむぎプロジェクト（H25～）

田園歩き×田園カフェ×研修ツアー

・淀川流域ノラおこしプロジェクト（H21～）

中山間集落×流域の都市住民

・市民共同発電所 （H20～）

市民出資×太陽光発電×地域商品券

・薪プロジェクト（H22～）

薪×里山保全活動×獣害対策×中間的就労

・蒲生エコまちプロジェクト（H25～）

ＦＥＣ×低炭素田園都市×まちづくり協議会

・えんプロジェクト（H24）

着地型観光×地元旅行業者×地域の匠、食、歴史

・のんべえ倶楽部（H22～）

酒米生産×地元酒蔵×体験活動×関連商品の開発

・バイオマス利活用推進会議（H20～）

バイオマス活用アドバイザー×生ごみ×堆肥化



東近江市ハンドシェーク協議会（H20～）

環境系NPOとまちづくり協議会、財団、市で
構成

1)学ぶ（体験）プロジェクト

2)食べる（地元食）プロジェクト

3)安らぐ（宿泊）プロジェクト



エコ体験



東近江じまん家庭料理大集合

・平成21年から春夏秋冬とおせち料理の計
５回実施。合計205品のレシピ集を発行



１日限りの農家レストラン

・平成21年から元レストランを借用して実施



野菜花開業（H25.4～）



農家民宿・民泊開業への支援

・研修（H20～）、教育旅行の受入れ（H23
～）、農家民宿発開業（H22～）



星つむぎプロジェクト（H25～）



淀川流域ノラ起こしプロジェクト（H21～）

淀川上流の伊賀市上高尾の集落活動の支援

下流域の住民が上流の農村を支えるしくむ



交流



空家活用



出張販売



加工品



市民共同発電所（H20～）



東近江モデル



あいとうふくしモール



あいとうふくしモール市民共同発電所



あいとう福祉モール市民共同発電



薪プロジェクト


